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審議会への報告の経緯審議会への報告の経緯

第２回(H21.11) 検討内容の経過報告第２回(H21.11) 検討内容の経過報告

第１回(H21.7) 制度の背景と概要第１回(H21.7) 制度の背景と概要

第３回(H22.7) 大規模施設に対する取り組み第３回(H22.7) 大規模施設に対する取り組み

市民や企業への公表・事前周知等市民や企業への公表・事前周知等

平 成 2 3 年 度 運 用 開 始 予 定

作　成　 建設局下水道河川部　 資　料

提　出　　平成22年 7月21日　  下－２　



2

協 働 に よ る 雨 水 流 出 抑 制

基本方針基本方針

基本方針②

水とみどりのうるおい
あるまちづくり

基本方針②

水とみどりのうるおい
あるまちづくり

基本方針①

雨に強いまちづくり

基本方針①

雨に強いまちづくり

局所的な集中豪雨の増加局所的な集中豪雨の増加

舗装面等の増加による流出係数の増加舗装面等の増加による流出係数の増加

地下水位の低下など（環境面）地下水位の低下など（環境面）

現 状 の 課 題
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協働による雨水流出抑制のイメージ協働による雨水流出抑制のイメージ
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協働による雨水流出抑制

下水道施設の増強
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対策の方針対策の方針

まち全体で雨水浸透を推進し、雨
に強く、水と緑のうるおいあるま

ちづくりを目指す。

対 策 ②

雨水浸透 の促進

対 策 ①

大規模施設の雨水流出抑制

周辺の地域に浸水を引き起こすお
それが高い大規模な施設の流出量
を抑制し、雨に強いまちづくりを

目指す。

要綱を策定し、大規模施設の設置者に雨水流出抑制の対策を求める。

大規模とは・・・？大規模とは・・・？ 必要な対策量は・・・？必要な対策量は・・・？
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大規模施設のイメージ大規模施設のイメージ

住宅街2ha

大規模施設
0.5ha(5,000㎡)
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大規模施設の流出量と管能力の関係
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φ450の管能力

対象施設の検討①対象施設の検討①

φ450
■設定条件
排水エリア：2ha
計画流出係数：0.45
大規模施設の流出係数
：0.90

■郊外の住宅系エリアに商
業施設が建設されたケース
を想定

設計時に１割
の余裕を確保

大規模施設の施設面積(ha)

大規模施設の流出

係数を0.9から0.6
まで下げた場合の

削減量
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対象施設の検討②対象施設の検討②

①施設の件数（件）
全施設件数：709件 ②施設からの流出量（ ）

0.3ha以上

の件数

33%
0.3ha以上

の施設から
の流出量

70%
≪
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目 的 ・・・ まちを浸水から守り、市民の安全で安心な生活

を確保すること

対象行為 ・・・ 以下のすべてに該当する場合

① 下水道に雨水を排除する場合

② 敷地面積が３０００㎡(0.3ha)以上の施設の場合

③ 工事後の流出係数が０．６を越える場合

対 策 量 ・・・ 流出係数0.6を越える流出量分

必要な手続き ・・・ 以下の書類を提出してもらう。

① 工事前に「施設計画書」

② 工事完了後に「完了報告書」

要綱の概要要綱の概要
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対策のイメージ【駐車場】対策のイメージ【駐車場】

雨水浸透ます

雨水貯留施設

緑 化

駐車場の対策
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学校や公園での対策例学校や公園での対策例

学校のグランドを活用した例
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雨水流出抑制のイメージ図


